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かけっこチャレンジデー～さわやかな秋空の下での持久走大会～
１１月１日（火）、「かけっこチャレンジデー」と題して持久走大会を行いました。１・２

年生は松濤グラウンドで、３～６年生は水林競技場で行いました。この行事の目的は次の通
りです。

○ 体を移動する運動遊び、動きを持続する能力を高めるための運動の場とする。
○ 最後まで走り抜く強い意志を養う。

子どもたちは、この日に向けて、体育の時間に練習をしたり、長休み時間に自主練習を行
ったりしてきました。距離は、１・２年生６００ｍ、３・４年生と５・６年女子８００ｍ、
５・６年男子１０００ｍです。
１・２年生は、スタートと同時にものすごいスピードで駆け出し、３００ｍのグラウンド

を２周しました。３～６年生は、水林競技場の全天候型（ゴム材質）のトラックを走るのは
初めての子どもも多く、ウオーミングアップのときに手で触って感触を確かめたり、着地し
たしたときのゴムの反発を足の裏で感じ取ったりしていました。上の学年になるにつれて、
自分のペースを考えて走っている子どもが多かったです。
どの学年でも、苦しくても諦めず、最後まで粘り強く走る姿が見られました。早くゴール

した子どもたちは、がんばって走っている友達に声援や拍手を送っていました。自分の目標
を達成して喜ぶ子どもや満足いく結果を残せず悔し涙を流す子どももいましたが、これまで
の練習や本番でのがんばりを今後の生活に生かしてほしいと思います。
応援にお出でいただいた保護者の皆様、お忙しいところありがとうございました。
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ＩＣＴ支援員さんにお世話になっています～タブレットを使った学習～
毎週金曜日に県立大学の学生さん２名が、ＩＣＴ支

援員として本校に来てくださっています。タブレットを

使用した学習の際に操作が分からないなど困ったとき

は、支援員さんが教えてくれます。

ＩＣＴ支援員とは、「ゆりほんＩＣＴ子供の学びアッ

プデートプラン」という市の事業で、市内の学校に派遣

いただいている方々です。学級担任一人では、子どもた

ち一人一人の指導に手が回らないこともあるので、とて

もありがたい存在です。ときには、学級担任がコンピュ

ータの操作に困ったときなども支援していただき、大変

助かっています。

児童のがんばり～おめでとうございます～

○青少年健全育成標語コンクール

入選５年 佐藤 ＊＊

「おれ」だって 電話のむこうの 「おれ」はだれ

○第５１回未来の科学ゆめ絵画展 優秀賞を紹介

秋田県発明協会長最優秀賞

５年 荘司＊＊ 写真左

「水鏡勇気リボン」

由利本荘市長賞

５年 藤原＊＊ 写真中央

「楽しく生活しやすくしてくれる天候かんり風船」

４年 佐藤＊＊ 写真右

「想像ヘルメット＆想像いす」

由利本荘市議会議長賞

４年 福井 ＊ 写真左

「洪水から植物を守ろう！水でふくらむかべ」

本荘由利発明振興協会長賞

２年 渡辺＊＊ 写真右

「生き物の気持ちがわかる聴診器」

○第６０回記念鳥海弘毅顕彰剣道大会

小学校の部 準優勝

前列左から

先鋒 ６年 對馬＊＊＊

次鋒 ５年 中村＊＊＊

後列左から

中堅 ６年 成田＊＊

副将 ６年 今野＊＊＊

大将 ６年 須藤＊＊

【４年生の授業】


